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ご紹介ありがとうございます。理工学部情報工学

科の金子と申します。今日は、「コンテンツのネット

ワーク化で広がるミュージアム世界」というタイトル

でお話しいたします。

先ほどの生貝さんのお話は、現実的に何をしない

とアーカイブされたコンテンツは世の中に出ていかな

いのかというお話だったと思います。いま DMC で取

り組んでいる内容は、仮にそういった環境が整った先

に一体何が実現できるのかといったところを研究とし

て行っております。

「ミュージアム世界」というタイトルが入っていま

すけれども、デジタルのミュージアム、デジタルの

アーカイブって一体何なんですか。みんなが使えるよ

うになったときに何なのですかというところから今日

は進めさせてもらいまして、デジタル技術というもの

が一体何を可能にするのか、その先にはどういうふう

な知的な活動ができるのだろうかといったところにつ

いて、順番に話していければと思っております。

まず、デジタルのミュージアム、デジタルのアー

カイブ、これについては、DMC の中でもかれこれ数

年間このプロジェクトをやってきておりまして、よく

出てくる話題です。いまわれわれが DMC でやってい

るのはデジタルのミュージアムをつくることですか、

デジタルのアーカイブをつくることですかという話が

出てきています。しかし、最近になってある種一定の

コンセンサスが DMC の中でも得られたのかなと思っ

ておりまして、それを今日ご紹介できればと思ってお

ります。

デジタルのアーカイブというと、皆さんは多分、

デジタルデータを保存することですかとか、既存のア

ナログのアーカイブされているものをデジタル化して

保存・利活用できるようにしていくことかと思ってい

らっしゃると思います。デジタルミュージアムという

と、デジタル技術を使って展示するとか、アーカイ

ブ・プラス展示というところでうまく利活用しましょ

うという話に普通は思い至ると思います。でも、冷静

になって考えていただいて、デジタル技術がもたらす

変革というものが、果たして既存のミュージアムとい

うコンセプト、もしくはアーカイブというコンセプト、

ライブラリーというコンセプトの延長線上に、ただ単

にデジタル転換した形で存在するのかといったところ

を考えてみると、デジタルというのはそれを大きく変

えるような力を持っているのではないかと考えており

ます。

そういう見方で捉えてみますと、デジタルミュー

ジアム、デジタルアーカイブと気楽に言うよりも、む

しろデジタルによってわれわれのいまあるミュージア

ム機能、アーカイブ機能というものがどういうふうな

変化を遂げていくのか、どういう機能を有しているの

かといったところにフォーカスを当てて研究を進めな

いといけないのではないかと考えている次第です。

したがいまして、今回の発表や後のパネルディス

カッションの中でもきっと出てくると思いますが、わ

れわれが考えているデジタルミュージアムやデジタル

アーカイブというのは、デジタルの魅力を生かして意

味理解の促進、新しい意味の発見をする。要するに、

学問とか文化を育てていくようなものをデジタルの

ミュージアム、アーカイブと考えていると言っていい

かと思います。

では、もっと具体的に、いま考えようとしている

デジタルの―これは表現が難しいのですが、デジタル

ミュージアムと言えばいいのか、デジタルアーカイブ

と言えばいいのか、デジタル何プラットホームと言え

ばいいのか、分かりませんけれども、それが何かと

いうものをもっと分かりやすくするために、現行の

ミュージアムアーカイブの制約がどこにあって、それ

がどういうふうに取り払われるのかという観点で資料

をまとめてみました。

現在のミュージアムアーカイブというものは、基

本的には、単独の組織が保有するコレクションがベー

スになっていると考えることができるのではないで

しょうか。そうすると、単独の組織が保有しているコ

レクションから意味なりを見出して、展示していく、

見せていく、発信していくとなると、コレクションに
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含まれる作品の数が少なければ少ないほど発信できる

意味というものは少なくなってしまうのではないかと

考えられます。そういう意味では限定的です。また、

コレクションというものがある単独の組織に限定され

るということで、そこを管理している学芸員（キュレー

ター）の方々だけがそこのコレクションをよく知って

いる。そうすると、その人だけが考えるのでは、ほか

の人も潜在的には考えられる可能性があるとすると、

それは限定的なのではないでしょうか。デジタルに

なってきますと、「物」というものから一種離れた世

界観になりますが、「物」を中心としたコレクション

になると、貴重な資料を壊してはいけないというもの

がまず最初に来ると思います。そういう意味では、作

品の物理的破壊を伴わずに与えられること。例えば、

非常に高級な壺が慶應にはあるらしいのですが、それ

の断面を見たいからといって勝手に割るといったこと

は言語道断ですが、そういう点においても限定的とい

えると思います。

さらに、物理的な展示施設に来ていただいた方に

伝えるということになってしまいますので、意味を伝

える相手も来館者に限定される。意図的に限定という

言葉を並べてみましたが、こういった制約がつくり出

したものが、現在のミュージアムなりアーカイブのエ

コシステム（生態系）として成立していると思われま

す。一部の大規模な館を除くと、基本的には一個一

個の美術館が持っているコレクションは限定的ですの

で、小規模に最適化し、そして、それはいい展示がで

きないと来場者数が減り、予算が減り、そして・・・

みたいな形で負の連鎖の危険性を常にはらんでいると

考えられます。既存のミュージアム、アーカイブの世

界観のまま、それをデジタル転換した世界ということ

は、要するに、エコシステムを変えずにデジタル化が

進んでデジタル転換をしても発展性はあるんですかと

いうと、これだけ限定されると、それは発展性が乏し

いのではないかと考えるわけです。

では、ここで、改めて、デジタル技術は一体何が

魅力なのかといったことについてまとめてみたいと思

います。

デジタルが得意とすることは、前提として、技術

ですから、基本的には方式が決まるという大前提があ

りますけれども、方式が決まれば、１つは、媒体とコ

ンテンツの分離が可能になります。いわゆる、アーカ

イブをやっている人にとっては、データをあるハード

ディスクから新しい世代のハードディスクなりテープ

なり別のメディアに移動させていく。これはマイグ

レーションと言いますけれども、マイグレーションに

コストがかかるからデジタルなんて採用できないとい

う話をよく聞きます。DMC でも、デジタルジレンマ

の公開をしておりますので、そういった議論があるこ

とは重々承知ですけれども、マイグレーションができ

るということはデジタルの魅力です。なぜかというと、

いままでは物が壊れてしまうとそれが失われてしまう

ということだったのですが、お金さえかければマイグ

レーションはできる、お金さえかければその資産を保

持できるという意味では、これは魅力なのではないか

と考えられます。

2 つ目、コンテンツ（ビット）の複製、伝送、加工

が容易です。これも皆さん、直観的に理解できるかと

思います。オリジナルのデジタルデータを壊さずにと

言うのも変ですけれども、コピーして加工すれば、壊

さずに利活用できます。また、コンピューターですか

ら、このデータとこのデータは一致しているんですか

という判断はものすごく速くできます。簡単に真贋検

証ができる。この絵は偽物だということが分かりまし

たみたいな記事が数年に 1 回新聞とかに出てきます

けれども、そういったものもデジタルでは簡単です。

さらに、物という３次元空間が４次元空間上で展開し

ていくというものが基本的には物の世界だと思います

けれども、扱える情報は、デジタルになると n 次元

空間に広がっていく。どんな形でも保存できるという

ことになっていきます。これは非常に大きな魅力です。

少し違った観点で、デジタルというのは非常に整

理された空間が大好きです。混沌として、これはどっ

ちつかずというものはデジタルにはあまりなじまなく

て、0 か 1 かどっちかにしなさい。君はデジタル人間

だという話がよく出てきますけれども、整理された状

態が好きで数えることは大得意。これがデジタルの魅

力です。デジタルが不得意とすることは、違うものを

同じだということ。例えばアップルとリンゴは同じで

すかという話です。コンテクストによってその結果は
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まちまちですけれども、違うものについて同じだと言

える、もしくは曖昧なこと、これがデジタルでは非常

に苦手としているところです。

さて、こういったデジタルの特徴ですけれども、

デジタル技術を使うと、一体何が次世代のデジタル

ミュージアムアーカイブの世界観の中でできるのかと

いうことを考えてみました。先ほどのヨーロピアーナ

もそうですけれども、まずは、資源（コンテンツ）を

共有できるというのがデジタルの技術の最初のステッ

プになると思います。

そうすると、一つのリソースが、いままで博物館

に閉じて存在して、博物館に閉じて利活用されていた

ものが、世界に飛び出していきますので、いろいろな

コンテクストの中でそれを位置付けることができる。

逆に言えば、ある一つのコンテンツをいろいろな形で

使うことができます。幅広い意味を与えられると書い

ていますけれども、いろいろな意味を与えることがで

きます。なぜかというと、誰もが意味を与えられるし、

誰もが来館者になれるという裾野の広がり、もしくは

それを扱う人の広がりということがそれを可能にする

ということになります。

したがって、先ほど現行のミュージアムアーカイ

ブのエコシステムの話をしましたけれども、デジタル

技術が来ますと、まず、エコシステムは一気に大規模

化します。ボーダーレスになってきます。それは、誰

もがいつでもキュレーターになれる、研究者になれる、

来場者になれるという環境が整うからということにな

ります。結果的に、仮想ミュージアムといったコンセ

プトやプロシューマー（オタク）がどんどん新しい情

報を発信していく。そして、そういうものに影響を受

けた人たちがまた新しいオタクに転換していくという

流れが形成され、文化の消費者と発信者が混然一体化

していくような世界観というものが来るのではないか

と考えております。

いま、このスライドでお示ししたのは、ただ単に

コンテンツが共有される時代のことを書いておりま

す。人間はこの先としてデジタルに何を求めるのかと

いったときに、僕はこのコンテンツからこういう意味

を読み取ったのでそれを伝えたいという、「意味」を

伝えるというステージに入っていく。要するに、物の

共有から意味の共有という形に転換していくというの

が一種推測されるのです。

そうすると、次のステップとして考えないといけ

ないのは、デジタル技術で意味の共有は可能になるの

かということです。デジタルによる意味の共有という

ことですけれども、2 つ大きなポイントがあると考え

ています。

1 つは、意味の存在を伝える。ここに意味を与え

ることができたという存在を伝えるということと、意

味内容をどう表現するかということになります。意味

や物の存在というものは、先ほどのヨーロピアーナの

ポータルというのはまさに物の存在を伝える最たるも

のだと思いますけれども、意味の存在を伝えるもの

としてよく言われるのは、LOD とかセマンティック・

ウェブの世界観です。今日は詳細な技術の説明は省き

ますけれども、その意味をつくって LOD のファイル

を 1 個作った人がどこかにアップしたら、アップし

たデータを探す人というものが必要になってきます。

現行のところ、グーグルのクロールやヤフーのクロー

ルに任せましょうという話になりますので、ウェブ空

間の全探索―全探索というのは 1 個 1 個の URL をし

らみつぶしに当たっていって、おっ、見つけたといっ

て情報を保持しておき、誰か検索したい人が聞いてき

たら、それに対してその答えを返すということですけ

れども、ウェブ空間の全探索が必要という意味で、即

座に結果は返ってきません。例えば地球の裏側のブラ

ジルで誰かが何かアップデートしました。僕はその

アップロードしたものを瞬時に知ることができるかと

いうと、いまの段階ではできないということになりま

す。したがって、いまの技術では、意味の存在の共有

というものはうまくいっていないということになりま

す。

次に、意味内容の表現ですけれども、意味の内容

を表現するときに皆さんはどういうふうに表現するで

しょうか。普通に日本語で書く。英語で書く。いずれ

にしろ、自然言語による表現になります。自然言語と

いうものは、ご存じのように曖昧です。先ほどのアッ

プルとリンゴみたいな話ですけれども、それはコン

ピューターにとって非常にタフな仕事です。あるとき

には同じだと思い、あるときには違うと思いなさいと
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いったら、どっちがルールなんだと。整頓された世界

が、デジタルは好きなので、それができなくなること

になります。

自然言語ではなくて、デジタル的に何か定式化・

定形化して意味内容を伝えることができるかといいま

すと、それは一つその方法をあらかじめ決めないとい

けないことになります。イコール、全ての意味内容が

最初に列挙され、それが明らかであればそれは可能で

すけれども、そういった世界観というのは新しい意味

の発見をどういうふうに位置付けるのかという疑問が

湧いてきます。

そうしますと、いまの技術においてデジタルによ

る意味の共有は、果たして真の意味でできるかという

と、できないのではないかというのが答えとして出て

きます。DMC ではこの問題に対してどういうアプロー

チを取っているか。情報というものには何か意味が

あってその意味を伝えることが本質だとすると、いま

のデジタル技術で意味を伝えられない。じゃ、どうす

ればいいんだ。抽象化した意味を人間が理解し、判断

によって生まれてきた意味をそのまま伝えるのではな

くて、理解者がその意味を自然と頭の中で思い浮かべ

るようなシチュエーションをつくってあげれば、実は

意味を伝えることができるかもしれないと考えている

わけです。

すなわち、個人個人が何かの意味というものを、

物なりコンテンツを見たときに気付くわけですけれど

も、それを意味として伝えるのではなくて、このコン

テンツの集合からこんな発見をしたという、発見をす

る前の集合情報だけを与えてやれば、それは相手に対

して何かそこにあるというメッセージになるのではな

いかということです。コンテンツの集合というものは、

あるコンテンツが含まれているか含まれていないかで

す。これはデジタル技術が非常に得意とすることに対

応します。

一方で、人間というものは一体何かというと、物

を見たときにそこから抽象概念を自然と生み出すこと

ができる。非常に抽象化が得意な動物です。ですから、

理解する人間が抽象化した意味を推測するというのが

DMC のアプローチになっています。

意味を人間はコンテンツの集合から理解できるの

かということについては、これまでたびたびこのシン

ポジウムでもお伝えしてまいりました。これは去年

使ったスライドですけれども、スペインの美術館のコ

ンテンツです。3 つ並べると、何が違うのだろう、何

が同じなのだろうと自然と湧き起こってくる。去年は

長谷山先生にお伺いしたかと思いますが、コンテンツ

の違い、ある情報が集合として与えられることによっ

て、自然と何が一緒で何が違うということを考える。

それが意味理解につながるということです。人間の知

性に基づいて情報を伝えることができるのではないか

と DMC では考えております。

ここで、コンピューターの世界と人間の世界とい

うものを整理してみました。真ん中に点線がございま

して、左側が人間の世界、右側がコンピューターの世

界です。コンピューターは何かを識別するというのは

得意ですから、コンテンツの識別、コンテンツの集合

の識別は簡単です。先ほど出てきたメタ情報やサムネ

イル情報は補助的な情報ですが、そういうのを補完す

るのも得意です。人間は、その集合が与えられたとき

に、何々の特徴は何々だというふうに判断することが

できます。それは人間が処理する内容です。コンピュー

ターは全く意味を理解せずに人間が意味を理解する。

コンテンツの集合が与えられたときに、A さんはこう

いうイメージを持ち、B さんはこういうイメージを持

つ。違うじゃないか、意味が再構築できていないじゃ

ないか、伝わっていないじゃないかと思うかもしれま

せん。コンピューターがない世界で、人と人の間で各

自の脳で考えていることが相手に何の間違いもなく伝

わるかどうか、考えて下さい。実際伝わっていないわ

けです。伝わったと錯覚しているとうまくいくわけで

すけれども、そもそもできないことをコンピューター

が可能にすることはできないので、意味理解、意味の

再構築を人間に委ねる形でシステム化しましょうとい

うのがアプローチになります。

そうすると、ある集合からいろいろな意味もしく

はストーリーが出てきます。それは理解する人自身が

経験したもの、もしくは知識、もしくはその置かれた

状況が新しい意味の発見を促していることになると考

えられます。上から、理解者の知識・経験・状況が知

性で左に行くということを書いています。コンピュー
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ターはいろいろな情報をうまく機械的に補助してやっ

て、その理解者の知性をサポートするというのが、コ

ンピューターの世界と人間の世界の橋渡しなのかなと

思います。

では、一体知性とは何なのか、意味を発見すると

いうのは何なのかというと、この右側にあるコンテン

ツもしくはコンテンツの集合と自分の頭の中で形成さ

れる意味というものが左に行ったり右に行ったりす

る。こうかなと思ってまた物を見て、ちょっと違うか

なと思って考える。その左と右の行き来が自由にでき

ることが重要なのかなと思うわけです。右にコンテン

ツの集合の絵を描いてみました。いま、赤いコンテン

ツを理解しようと思っているときに、赤いコンテンツ

というのは、青の集合や赤の集合、緑の集合の要素が

あるんだなとまず思われると思います。緑って一体ど

ういう意味なんだろうというと、緑は紫と茶色の集

合によって包まれている。そうすると、緑はこういう

ことか、赤と青を合わせるとこういうことかという推

測をどんどん働かせていくのが重要かなと思うわけで

す。

今日の講演のタイトルに、「コンテンツのネット

ワーク化」というものを入れました。コンテンツのネッ

トワーク化というのは、まさにこの絵で言う右の集合

の絵です。あるコンテンツがどういうふうな集合の中

に置かれているのか。それを一個一個理解していくこ

とが意味の理解につながるのではないかということで

す。世界中でアーカイブがあってそこでコンテンツが

発信されている。発信されているコンテンツがどうい

う集合にそれぞれ属しているのだろうかと考えたとき

に、適した管理のメカニズムはどれかということにな

ると、右の端なのかなと思うわけです。左は、単にコ

ンテンツが保存されているだけ。真ん中は、コンテン

ツが保存されていて目録が作られているけれども、そ

れは美術館、博物館に閉じたものになってしまってい

ます。右のような形になってくると、いろいろな人が

いろいろな形で関係づけをつくってやることによって

意味というものの違いや、そこに与えられている意味

が何なのかということ考えるきっかけを生み出してく

るのではないかと思っております。

コンテンツをネットワーク化してどういうふうな

ことが求められるかというと、それぞれのコンテンツ

を同じ土俵の上で整理しないといけないので、データ

に対してグローバルで一意な名前を付けましょう、識

別名を付けましょう。時代を経ても普遍な識別子を付

けましょう。これがまず一つ重要なことです。先ほど

生貝さんの話で、コンテンツの権利の話も出てきまし

たけれども、保存されているコンテンツというものを

利用者自身が一体これは何なのかと判断する技術、そ

れも必要になってきます。利用者による自己検証性を

提供するシステムを作らないといけないと考えており

ます。

こういうメカニズムを作っていくというアプロー

チをとって DMC では研究を進めているわけですけれ

ども、いろいろな機能やファンクションが出てきま

す。それを整理しながらアーカイブのプラットホーム

を作っていこうと。先ほど生貝さんがおっしゃった、

ポータルではなくて利活用のプラットホームを作って

いこうということで、こういったものをモデル化して

やっております。ストレージというのはコンテンツを

保存し、リレーション層というのはコンテンツの集合

の情報を管理してコンテンツと集合の行き来を実現し

ましょう。アプリケーション層というのは何だろうと

思われるかもしれませんが、言ってみれば、真ん中の

ここのブロック、理解者の知識・経験・状況をうまく

吸い上げてコンテンツとともに判断していかに人間の

知性を導き出すか。それはさまざまな応用事例の中で

それぞれの特徴のある方式によって実現される。それ

がどんどん出ていけば利活用というものが促進される

のではないかと考えております。

最後になりますが、ミュージアム世界というのは
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どういうふうに広がっていくのだろうかというのをま

とめてみました。コンテンツの存在に気付いて、それ

がほかのものと一緒なのか違うのかという識別をし

て、そこに意味というものを考えて、この意味はいま

までの意味と一緒なのか違うのかという識別をして、

そうすることによってコンテンツをより深く理解する

ことができるので、コンテンツの断面が鋭敏化してい

く。ただ単に絵画が写真で撮られていただけのものが、

何か一個に注目する、例えば凹凸情報に注目すると

いったことになると、凹凸だけの情報になってデジタ

ルとして流通させていく。それがコンテンツ断面の鋭

敏化。それによって新しいデジタルデータが生成され

るわけですから、またコンテンツが存在する。それに

まつわる意味が与えられてまたどんどん学問が進んで

いくようなサイクルが可能になると思っております。

新しいコンテンツを生み出すとか、新しい意味を

与える、それを自分が発信できるということは、自分

自身の意見を何らかのものに与えていくことができる

のではないかと思います。ただ単にそこら辺を歩いて

いる猫が自分のペットになった瞬間、名前を付けて、

やけに可愛らしくなるということになります。それは

猫に対する理解、愛着が進み、保護したいと思う。アー

カイブというものは、お金がかかりますので、基本的

には、それを守りたいとどれだけの人が思うかという

ことに最終的にはなると思います。そこをいかに促進

していくか。それは、各個人がそのコンテンツの持つ

意味にどれだけのめり込んでいけるかということかと

思います。

一方で、コンテンツの集合を客観的に見せられる

わけですから、客観性を持った意味理解。いろいろな

人がいろいろな意見を発信していくと重ね合わせがで

きてきます。ソーシャル分析もできるでしょう。歴史

的に積み上げていくと蓄積がもたらす歴史分析もでき

るかもしれない。一つ一つのコンテンツというものが、

教科書に書いてあるように、これは何々というふうに

誰かが一方的に決めてそれを押しつけるのではなく

て、それぞれが自分の思うコンテンツというもの、自

分の思う意味というものを発信していくような世界が

できるといいなと思っています。

こちらでモザイクというものがございます。後で

ごらんいただけると思いますが、これは先ほどのコン

テンツの集合をうまく見せるデモです。後ろにキャン

パスミュージアムのデモがございます。こちらは、コ

ンテンツの集合というものが、グラフ構造で矢印が

いっぱい引かれた形で管理されているわけですけれど

も、それを全く見せずにアプリとして提示しています。

ユーザーの情報を使いながら提示していくようなアプ

リです。このようにいろいろな物の見せ方をやってい

るわけです。デモクラシーと書いていますが、フィル

ムセンターの主幹の岡島さんにお見せしたときに、「こ

れは民主化ですね」と一言おっしゃいました。要す

るに、意味を誰が発信できるのか、情報を誰が発信で

きるのか、その情報を誰が理解しようとするのか。そ

ういう意味において、コンテンツの民主化なのかなと

思っております。コピーライトを書いていませんが、

失礼いたしました。

時間が長くなりましたので、以上で終わりにした

いと思います。ありがとうございます。

重野：ありがとうございました。それでは、会場から

ご質問、コメントを受けたいと思います。いかが

でしょうか。

質問者 A：放送コンテンツにある意味携わる者とし

て、コンテンツのネットワーク化ということにつ

いては非常に興味を持っておりますし、先生のおっ

しゃることは賛成なのですが、人が理解するとい

うことについて言うと、先ほどあちらのデモを見

せていただいたのですが、コンテンツ同士がネッ

トワークされた状態を見て人が何かを理解すると

いうのは、率直に申し上げて結構難しい。自然言

語が曖昧だとさっきおっしゃいましたが、あの集

合の状態というのはもっと曖昧じゃないかと思っ

てしまいます。ですので、理解というところで言

うと、もう一つ、レイヤーというかコンテンツ同

士の集合と、世の中、オントロジーとかよく言い

ますが、そのようなものがあってもいいのかなと、

いま、ふと思ったのですが、その辺のことについ

て見解をお聞かせください。

金子：鋭いご指摘、ありがとうございます。コンセプ

トベースでシステムを作っておりますので、確か

に、ここから意味を類推しなさいと言われて、非

常に難しいことは重々承知しております。だから

こそ、ここにアプリを入れていくことが非常に重

要かなと思っておりまして、いかにグラフの情報

を意味理解に昇華させていくのか。それは、自分

の過去の知識なり経験もデジタル情報として保存

されていなくてはいけないかもしれないですし、

自分のいまの情報を取得できる環境が整わないと

いけないかもしれませんが、それをうまく使って

計算してやることで何らかの情報の提示ができる
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のではないか。実際、われわれ、トライアルアン

ドエラーを繰り返しながらこの研究プロジェクト

を進めておりまして、やってみると、面白いねと

いうときと、だめだわというときがあります。そ

れは、どういうふうに自分の中で意味理解という

ものが進んでいるのかというものを自分の中で実

験しているような、自然と普通は理解しているこ

とを、どういうプロセスで理解というものは進む

のだろうかということを考えながらやっている状

況で、ぜひ皆さんのお力添えをいただきながらこ

のあたりはリッチにしていきたというのが、1 つ目

のご質問に対する回答です。

　　2 つ目の、自然言語の意味というものについて、

この集合の中で与えられるのかということについ

ては、これまた非常に難しい話です。なぜかとい

うと、自然言語で与えられるその意味というもの

は誰にとっても同じなのかというと、そうではな

いからです。コンピューター的に言うと、どこか

で相反する部分が出てきてしまって、アルゴリズ

ムとしてうまく機能しなくなるのではないか。一

方で、こういうふうな集合を大抵の人はリンゴと

呼ぶんだと。それはこのシステムと切り離した世

界でうまく提示してやることはできるのかなと。

コンピューターが一貫性をもって動作する空間に

その概念というものを入れるのは難しいかもしれ

ませんが、それとは別の世界で付与してあげる、

もしくはつないであげる、もしくはディスクリプ

ションをうまく使うことによって、そのあたりの

幅の広い意味というものを与えてやる。単一の意

味を与えるのではなくて、複数の言語情報を与え

てあげることによって意味理解というものはでき

るのかもしれないと思っております。伝わりまし

たでしょうか。後でまたゆっくりお話しさせて下

さい。


